Sport and peace by 谷釜 了正
































































































































































































































































































































































































































































































東京都と JOC が 2020 年のオリンピックの招致
活動を展開する中で，日体大はスポーツによる国
際的な平和活動を行ってきました．2012 年と












4 分の 3 くらいの方々が“なんで，あんな国と交
流するのか？”との思いを抱いておられると思い
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ます．しかし，スポーツマンである私たちは，ス
ポーツをこよなく愛し，スポーツを通して国際社
会の平和・友好・親善を図ろうという気持ちを持
つことが大切であると申し上げたい．国交の扉が
開いていない国に赴いてその扉を開くことに躊躇
してはなりません．たしかに気持ちの上では腰が
引けることは否定できませんが，＜平和の使者＞
になろうとの思いは私をして朝鮮国へのスポーツ
遠征に踏み切らしめることとなりました．朝鮮国
の体育スポーツ関係者と友好的な人間関係を結ん
でおけば，何かが起こったとき，何らかの形で争
い事を起こさないための糸口を見出すことができ
るかもしれません．余談になりますが，そういっ
た思いがなくて，なんでオリンピックやスポーツ
を介して＜世界平和＞を高らかに語ることができ
ましょうか．皆さん，そうは思いませんか．
現在，日体大は松浪健四郎理事長のリーダー
シップのもとで，JICA（青年海外協力隊）と連
携協定を締結しています．これが，青年海外協力
隊員をスポーツに関連する教育機関で養成するこ
とを目的とした＜スポーツ文化学部＞の設置に結
びついています．体育スポーツの先進国である日
本の若者たちがすすんで開発途上国へ赴き，ス
ポーツ教育の可能性を拓いていく必要があると考
えたからです．JICA という外務省の外郭団体を
通して派遣されれば，国家の期待を背に異文化に
触れ，異文化を知り，異文化間交流の必要性を痛
感することになるに違いありません．日本人の心
情を満載した＜武道＞や＜伝統芸能＞が含み持つ
威儀を発信すれば，国際社会において異文化間コ
ミュニケーションを円滑にはかることができるか
らです．
国際社会はいまだに戦争・紛争は絶えず，その
仲介役をオリンピックが担う必要性はますます高
まっております．ことばのまったき意味で，いま
だにオリンピックは国際社会における＜平和の使
者＞になることができておりませんが，しかしそ
の役割が期待されなくなったわけではありませ
ん．その使命を果たすための運動（オリンピック
ムーブメント）が引き続き展開されねばなりませ
ん．平和な国際社会が実現した時に初めて，その
役割を終えることができます．オリンピックを必
要としない国際社会が顕現することを願うのみで
す．
最後に，＜オリンピックは平和の使者たりえた
か？＞について私の考えるところを語りたいと思
います．結論的にいえば，オリンピックは＜平和
の使者＞になり得なかった，といえます．世界中
で，未だに，戦争も紛争も根絶していないからで
す．だからといって，オリンピックは現代の国際
社会において必要ではない，ということもできま
せん．世界中の至る所で戦争や紛争が起こってい
るためです．スポーツを通して＜平等＞にして
＜平和＞な国際社会が実現することを目指して，
スポーツマンは活動しなければなりません．＜世
界一を決定する総合運動会＞としてのオリンピッ
ク競技大会の役割を期待すること以上に，＜オリ
ンピック＞を＜平和教育運動＞を顕現させる文化
的装置として期待をかけることが大切です．
＜勝った負けた（勝敗）＞を競うだけなら種目
別の世界選手権やワールドカップを開催して真の
世界一を決めればいい．しかし，オリンピック競
技大会は世界の若者たちが一堂に会して友好親善
を図る絶好の機会を提供してくれる文化的装置と
みなし，＜オリンピック憲章＞で規定されている
＜選手村＞を＜国境を越えて濃厚な友好親善を図
るための装置＞として機能させることの方が大切
であるといわねばなりません．オリンピック競技
大会の開催は＜平等＞＜平和＞の問題だけでな
く，いまや人類の課題となっている＜地球環境＞
の問題を語り合う機会ともなるのです．小池百合
子都知事がボート競技の会場を東北の仙台に移し
たいと提案しましたが，＜選手村＞の設置義務を
目的とする理念を削ぐ行為に他ならないと申し上
げねばなりません．ともあれ，人種・宗教・政治
を棚上げするのではなく，それをまるごと抱え込
むことを目的として，オリンピックの役割を再考
する時機にきていることは確かなようです．
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私は定年退職を機に僧侶として自坊で静かな生
活を送るつもりですが，この 4 月から『仏説無量
壽経』という経典を拝読・読経する日常がはじま
ります．その経典の下巻に＜天下和順＞＜兵戈無
用＞の文言が記されておりますので，みなさんに
ご披露したいと思います．世界中（天下世間）が
＜平和＞であるならば，戦争のための兵も武器も
必要ない，という意味です．この文言に従えば，
世界中が平和なら，兵も武器も必要でなくなくな
り，平和を希求するオリンピックも無用である，
といえるように思います．言い過ぎですかね，皆
さん！
予定の時間をオーバーしてしまいました．お許
し下さい．これをもって私の講演を終了とさせて
頂きます．ご清聴，有り難うございました．
（付記：講演内容を文字に起こすにあたっては，
本学の尾川翔大氏の協力を得た．記して感謝申し
上げたい．）
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